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研究成果の概要（和文）：小中学校「社会科」の学力について、持続発展教育の推進という視点

と関連させながら考察を加えるとともに、それらの考察を活かしながら、小学校社会科での授

業開発、中学校社会科での授業開発、および資料活用に関する教材の作成を試みた。こうした

研究活動を通して、持続可能な社会の形成に主体的に参画していくことのできる市民が有すべ

き資質や能力の特徴について明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to clarify scholastic ability in social 

studies for education for sustainable development, and to develop various lesson plans. 

This research project has succeeded in clarifying the character of citizenship for education 

for sustainable development. 
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１．研究開始当初の背景 

 持続可能な社会の形成には、そうした社会
の形成に主体的に参画していくことのでき
る資質や能力を有した市民の育成が重要な
位置を占めている。近年、日本社会において
も、市民参加型社会の創造に向けての胎動が
始まりつつあり、よりよい社会の形成者とし
ての市民の育成がますます重要となってき
ている。 

 しかしながら、各種の学力調査の結果を見
る限り、日本の子どもたちの学力上の特徴と
して、習得した知識や概念を生活の中で有効

に活用しながら、思考・判断したり、その結
果を表現したりする能力の育成に課題がみ
られる。さらに、それらの能力を使いこなし
ながら、社会に向けて積極的に働きかけてい
こうとする意欲・姿勢に課題がみられる状況
がある。 

 日本における社会科教育の基本的性格は、
社会認識の形成を通して市民的資質を育成
する教科であるといわれている。こうした基
本的性格を再認識することにより、持続可能
なよりよい社会の形成に主体的に参画して
いくことのできる市民的資質の育成、および
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その方略について考察するとともに、それに
基づいた教材開発、授業開発を試みようとし
た。 

 

２．研究の目的 

 (1) 持続発展教育の推進のために、よりよ
い社会の形成に主体的に参画していくこと
のできる市民に求められる資質や能力に関
する先行研究の整理・分析を行うこと。 

(2) 上記の資質や能力の育成について、小
学校および中学校における社会科教育を通
して、教材を開発し授業実践を行うこと。 

(3) 小中高校生および大学生を対象として、
現実社会での課題を実感的に理解し、それら
を探究的に解決していくための教材活用・学
習プログラムの開発を試みること。 

 

３．研究の方法 

 (1) 持続発展教育推進のための社会科学力
観の整理・分析については、国内外の専門家
や関係者を招き意見交換を行うためのセミ
ナーなどを開催する。 

(2) 小・中学校における教材開発および授
業実践については、宮城教育大学教育学部社
会科教育講座所属の研究者と宮城教育大学
附属小学校・中学校における社会科研究部会
所属の実践者とが、プロジェクトチームをつ
くって共同研究を行う。 

(3) 教材活用・学習プログラムの開発を試
みるにあたっては、宮城教育大学教育学部社
会科教育講座のスタッフだけではなく、地元
新聞社（河北新報社）や持続発展教育に取り
組んでいる学校（ユネスコスクール）、専門
家（国連大学高等研究所）・ＮＰＯなどと共
同研究組織を作って課題研究に取り組む。 

 
４．研究成果 
 (1) 持続発展教育推進のための社会科学
力観の整理・分析については、各年度毎にセ
ミナーを開催し、国内外の研究者を講師とし
て招き、講演内容をめぐって活発な意見交換
を行った。こうした活動を通して、持続可能
な社会の形成に主体的に参画していくこと
のできる市民が有すべき資質や能力の特徴
について、次の３点が重要であることが明ら
かとなった。①創造性＝未来志向の創造的な
資質・能力が求められること。②学際性＝多
様な学問分野における知識・概念を関連づけ
ながら習得させていくことが必要であるこ
と。③総合性＝認識と実践との統合の視点が
不可欠であること。換言すれば、①は主に目
標論に関わる視点であり、②は主に内容論、
③は主に方法論に関わる視点として捉える
ことも可能である。 

(2) 小・中学校における教材開発および授
業実践については、各年度毎に、宮城教育大
学の研究者と附属学校の実践者とが共同で

作成した指導計画に基づき、宮城教育大学附
属小学校および附属中学校の教室をお借り
し、附属学校の教諭による授業実践を行うと
ともに、それらの授業実践について分析を加
えた。附属小学校では、第３学年、第４学年
および第６学年のそれぞれの単元において、
附属中学校では、地理的分野、歴史的分野お
よび公民的分野のそれぞれの単元において
指導計画を作成し、実践を行った（ただし、
歴史的分野の授業実践については、東日本大
震災の影響で、実際に授業実践を行うことは
できなかった）。こうした取り組みを通して、
前述した社会科学力観の特徴について、臨床
的に検証することができた。 

(3) 持続発展教育推進のための教材活
用・学習プログラムの開発については、二つ
のプロジェクト研究を並行しながら継続し
て実施した。そのひとつは、地元の新聞社（河
北新報社）と連携協力しながら、小・中学校
における新聞活用（ＮＩＥ）のための資料づ
くりに取り組んだ。その成果として、『小中
学校・社会科／公民編 ＮＩＥアイデアノー
ト 宮城・東北を新聞で学ぼう！』を刊行し
た。また、大学生向けのＮＩＥ活動を行い、
そうした取り組みを通して、読み取る力や説
明・解釈する力、論述する力などの言語活動
の充実にとって、新聞活用の活動が有効であ
ることが明らかとなった。もうひとつのプロ
ジェクト研究は、大学生（特に社会科教育を
専攻している学生）を対象とした資料調査に
関する授業用のテキストとして、『資料調査
法Ａテキスト（地理編）』『資料調査法Ａテキ
スト（歴史編）』『資料調査法Ｂテキスト（公
民編）』という３冊の冊子を作成した。今後、
「資料調査法」という授業科目の中で実際に
使用しながら、改訂していく作業を通して、
その有効性と課題について検証していく予
定である。ただし、当初予定していたフィー
ルドワークや観察・聞き取り活動といった体
験活動の導入に関する取り組みについては、
諸般の事情により、本研究では実施できなか
った。今後に向けての課題としたい。 

 (4) 海外における持続発展教育に関して先
進的な取り組みを行っている学校・施設等を
視察・調査する活動を毎年度、継続して実施
した。2010 年度は、中華人民共和国（天津
市南海大学、長春市東北師範大学等）および
モンゴル国（ウランバートル市新モンゴル高
校等）の視察・調査に、５名の研究分担者が
参加した。2011 年度は、タイ（タイユネスコ
国内委員会、バンコク市内の中・高校等）の
視察・調査に、３名の研究分担者が参加した。
2012 年度は、オーストラリア（キャンベラ、
シドニー市内の学校およびＮＧＯ等）の視
察・調査に、３名の研究分担者が参加した。
こうした視察・調査を通して、現地での持続
発展教育に関する様々な取り組みについて、



直接見たり聞いたりすることを通して、多様
な取り組みの実態を実感することができ、ま
たそれらを比較考察することを通して、持続
発展教育の類型化に関して新たな知見を得
ることができた。 

 (5) 上記の各プロジェクト研究のそれぞれ
の概要については、年度毎に『平成 22 年度
成果報告書』『平成 23 年度成果報告書』『平
成 24 年度成果報告書』の３冊の冊子に取り
まとめた。 
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